
今
春
（
13
年
３
月
）
の
後

期
入
試
で
は
５
８
７
５
人
が

不
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
最
終
的
に
高
校
へ
行

け
な
い
と
い
う
生
徒
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
来
年
度
の
高
校
入

試
で
は
、
大
阪
府
の
公
立
中

学
校
卒
業
者
数
が
約
２
１
２

０
人
と
大
き
く
増
え
る
予
定

で
す
。
【下
表
参
照
】

こ
れ
に
対
し
て
、
今
春
の

公
私
比
率
で
対
応
す
る
だ
け

で
も
、
公
立
で
少
な
く
と
も

約
１
３
０
０
人
の
募
集
定
員

増
（
ク
ラ
ス
に
換
算
す
る
と

33
学
級
数
増
）
を
緊
急
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
デ
フ
レ
不
況
が
厳

し
い
大
阪
で
は
、
今
後
、
府

内
中
学
生
の
公
立
高
校
志
望

は
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

高
校
に
行
け
な
い
生
徒
を

こ
れ
以
上
ふ
や
さ
な
い
た
め

に
は
、
全
日
制
高
校
の
入
学

枠
を
さ
ら
に
大
幅
に
拡
大
す

る
こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い

ま
す
。

す
べ
て
の
全
日
制
普
通
科

高
校
で
今
春
、
二
度
の
入
試

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
期
入
試
【
13
年
２
月
実

施
】
で
は
、
募
集
人
員
80
人

の
枠
に
５
０
７
人
の
出
願
が

あ
っ
た
高
校
な
ど
、
定
員
の

一
部
を
先
に
募
集
し
た
こ
と

に
よ
り
、
普
通
科
の
平
均
倍

率
は
３
・７
４
倍
に
膨
れ
あ
が

り
、
６
倍
を
超
え
る
高
校
も

６
校
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
６
０
０
０

人
が
不
合
格
と
な
る
前
代
未

聞
の
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
の
不
合
格
者
の
う
ち
、

そ
の
後
、
後
期
試
験
【
13
年

３
月
実
施
】
で
も
同
じ
学
校

を
受
験
し
た
割
合
は
、
各
校

で
54
％
〜
98
％
に
の
ぼ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
合
格
、
不
合
格

に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
じ
入
学
枠
な
の
に
２
度

も
く
り
返
し
て
入
試
を
す
る

こ
と
は
、
多
く
の
中
学
生
に

余
分
な
負
担
と
過
度
の
競
争

を
あ
た
え
、
「
不
合
格
」
と

い
う
挫
折
感
や
、
深
い
心
の

傷
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
３
学
期
に
お
け
る
中

学
校
の
授
業
や
進
路
指
導
を

困
難
に
し
、
高
校
側
に
も
授

業
を
中
断
し
て
余
計
な
入
試

業
務
の
負
担
を
押
し
つ
け
る

も
の
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

二
回
入
試
は
、
今
全
国
各

地
で
見
直
し
が
す
す
ん
で
い

ま
す
。

近
畿
で
は
、
和
歌
山
県
が

07
年
度
に
導
入
し
ま
し
た
が

「
受
検
生
に
、
過
度
な
心
理

的
負
担
を
か
け
な
い
」
と
い

う
理
由
で
、
２
年
間
で
廃
止

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
静
岡
県
が
07
年
度

で
「
15
歳
の
子
に
と
っ
て
、

前
期
不
合
格
の
ダ
メ
ー
ジ
が

大
き
い
」
と
廃
止
し
、
最
近

で
は
、
埼
玉
県
が
11
年
度
で
、

神
奈
川
県
と
茨
城
県
、
岐
阜

県
が
12
年
度
で
、
そ
し
て
青

森
県
が
来
年
度
か
ら
の
廃
止

を
決
定
し
、
千
葉
県
も
見
直

し
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

【
緊
急
２
項
目
】

◆
公
立
全
日
制
高
校
に

お
け
る
入
学
枠
の
大
幅

拡
大
を
求
め
ま
す

◆
公
立
高
校
前
期
・
後
期

２
回
入
試
を
１
回
に
戻
す

よ
う
求
め
ま
す

№１９４０ 泉北教育 2013年 １０月 ９日（２）

泉北教組に加入して、「評価・育成システム」をなくそう

青年部
バーベキュー大会☆

【日時】10月19日（土）

【時間】1２:00～

【場所】いよやかの郷

（岸和田）



ムダな競争をあおるだけであり、全く

必要がありません。新たな制度改変が、

子どもたちの心を傷つけ、中学校と高

校の教育に新たな困難を広げています。。


